
～覚醒剤、大麻等の乱用をなくそう～
覚醒剤等の薬物を社会から追放するために、周囲で

薬物を使用している人を見たり聞いたりしたときは、
警察本部か警察署までご連絡ください。

◆身体への有害性
身体の有害性として、血圧上昇や脳血管疾患、心疾患、肝機能
障害等の発症のほか、注射器の使い回しによるＡＩＤＳ（エイズ）、
肝炎の感染や皮膚の損傷等があげられます。
◆精神への有害性
精神の有害性として、意識障害のほか、薬物の効き目が切れると脱

力感や疲労感に襲われ、幻覚、妄想といった症状が引き起こされたり、
常軌を逸した行動や発作的に半狂乱の状態に陥ることなどがあり、
覚醒剤精神病等の精神疾患に罹患することもあります。

◆依存性・耐性
「一度だけ」という好奇心や遊びのつもりでも、薬物の依存性と耐
性によって、使用する量や回数はどんどん増える悪循環に陥り、自分の
意思ではやめることができなくなります。

豊橋警察署だより

覚醒剤、大麻等の乱用をなくそう!

禁止薬物の例

覚醒剤や麻薬などの薬物には依存性があります。薬物依存状態の人が、さらに薬物乱用を繰り返すと「誰かに追われている。見張
られている」といった幻覚や被害妄想等の様々な精神症状が引き起こされます。最初は一度だけのつもりでも、薬物の依存性によっ
て使用する薬物の量や回数がどんどん増え、「止めようと思っているのに、気がつけばやり続けてしまう」という状態に陥ります。

薬物乱用は「ダメ。ゼッタイ。」薬物乱用は「ダメ。ゼッタイ。」

MDMA覚醒剤（結晶）

危険ドラッグ
※パッケージは一例大麻草

NO!

薬物を使うと、どうなるの？ 
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9月の

エコ.アール ハイブリッドエコ.アール ロングライフエコ.アール

ハイブリッド車用補機バッテリーアイドリングストップ車対応充電制御車対応

みなさん、こんにちは！今回はバッテリーのお話です。

バッテリーの寿命は2～3年です！バッテリーの寿命は2～3年です！

8月も中旬を過ぎ、猛暑日が続く時期になってきました。
この時期よくある車のトラブルといえば、車のバッテリー上
がりです。

バッテリーが弱くなってくると
・エンジンのかかりがいつもより遅い
・エンジンの回転によってライトの明るさが違う
・パワーウィンドウの開閉が遅い
・アイドリングストップ車なのにアイドリングストップしない

などといった症状が出始めてきます。
一般にバッテリーの寿命は使用状況によって異なります

が2～3年と言われています。しかし、最近の車は、無駄な
充電を制御してエンジンの負担を軽減し省燃費を実現する

充電制御システムや、カーナビ、ドライブレコーダー、未然
に衝突を回避する安全装備など多くの電装品を使用してい
るためバッテリーへの負担が大きく、いきなりバッテリーが
上がってしまうことがあります。そうならないためにも定期的
なバッテリーチェック、交換を行い、トラブルを未然に防ぎま
しょう。

※バッテリー交換時の注意点として、その車種に合ったバッ
テリーと車両の初期化設定をしないとアイドリングストッ
プや安全装備が正常に作動しなくなる恐れがあります。
必ず専門の知識とテスターを持った整備工場で行うよう
にしましょう。気になる方は、お気軽に相談してください。 


